










































は、ロシア・アヴァンギャルドの時代 作家である。彼は社会主義を受け入れつつも自ら直接かかわることの い「同伴者」作家の一人と位置づけられているが、彼にはアヴァンギャルドにみられる前衛性と、その対極にあるような反動的思想という両極的な特質が備わっている。機械的なもの・西欧的なもの・文明といったキーワードによって言い表されるような先進性・前衛性を示す一方で、ピリニャークの「反動的」特質は、シュペングラーの保守革命的な思想から影響を受けたドイツ的精神性ととともに、 「スキタイ主義」と呼ば る東洋的 と結びついているこ を佐藤氏は指摘する。 れによって、佐藤
